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地
縁
法
人
の
取
組
み
を
早
急
に　

　
　
秋
田
　
茂 

議
員

 

通
学
の
安
全
を
目
指
し
て

　
　
中
村
　
博 

議
員

増
加
見
込
。
大
豆
は
、
昨
年
約

42
ｈ
ａ
の
作
付
。
作
付
す
る
農

家
は
限
ら
れ
、
面
積
の
増
加
は

見
込
ま
れ
な
い
予
想
。

　

 　

飼
料
作
物
は
、
例
年
ど
お
り

約
12
ｈ
ａ
の
作
付
面
積
を
予
想
。

　

 　

最
後
に
新
規
需
要
米
は
、
飼

料
用
米
を
重
点
推
進
作
物
と
し

て
、
麦
・
大
豆
に
次
ぐ
、
第
三

の
転
作
基
幹
作
物
の
確
立
を
図

っ
て
行
き
た
い
。

　 （
企
画
総
務
部
長
）
圏
央
道
（
仮

称
）
水
海
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
物
流
拠

点
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、「
道

の
駅
」
に
類
す
る
施
設
等
の
設

置
に
つ
い
て
も
検
討
施
設
の
一

つ
と
考
え
る
。

再 

質
問
　
有
機
米
を
つ
く
る
苦
労

を
思
え
ば
、
せ
め
て
一
般
の
米

と
同
じ
価
格
保
障
が
必
要
で
は

な
い
か
。
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
付

近
開
発
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
っ
て
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
か
。

答 

弁
　（
産
業
労
働
部
長
）
有
機

米
は
個
別
補
償
の
額
の
中
で
計

算
さ
れ
て
お
り
前
年
よ
り
は
増

収
が
見
込
ま
れ
る
。

　

 （
企
画
総
務
部
長
）
開
発
行
為

の
計
画
に
つ
い
て
は
既
に
取
組

ん
で
い
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

子
育
て
支
援
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

○ 

共
有
資
産
の
所
有
権
問
題
と
地

縁
法
人
に
つ
い
て

質 

問　

①
市
内
各
地
区
や
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
・
団
体
の
所
有
物
で

あ
る
共
有
資
産
が
、
そ
れ
ぞ
れ

代
表
者
の
所
有
物
と
し
て
登
記

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
見

受
け
ら
れ
る
。
公
民
館
の
土
地

や
建
物
、
祭
田
、
共
同
墓
地
、

権
現
様
や
地
蔵
様
な
ど
こ
う
し

た
、
所
有
権
が
相
続
に
よ
っ
て

枝
分
か
れ
し
て
そ
の
実
態
が
不

明
瞭
に
な
っ
た
り
、
所
有
権
そ

の
も
の
が
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
な

ど
、
共
有
資
産
の
所
有
権
問
題

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

も
っ
て
い
る
か
。

② 

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
共
有
資
産
の
所
有
権
を
地

縁
法
人
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ

る
解
決
方
策
が
示
さ
れ
て
い

る
。
私
も
地
元
で
３
つ
の
地
縁

法
人
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
っ
た

が
法
人
化
は
な
か
な
か
進
ま
な

い
の
が
現
状
だ
と
思
う
。
早
期

対
応
が
早
期
解
決
に
つ
な
が

る
。
行
政
と
し
て
共
有
資
産
の

地
縁
法
人
化
の
取
り
組
み
は
実

績
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答 

弁
（
市
民
生
活
部
長
）
地
縁
団

体
は
、
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と
の
み
を
構
成
員
の
資
格

と
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
自
治

会
・
町
内
会
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

 　

以
前
は
、
自
治
会
な
ど
の
地

縁
に
よ
る
団
体
は
、
不
動
産
の

登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

代
表
者
の
個
人
名
義
や
共
有
名

義
で
登
記
さ
れ
、
名
義
人
が
転

居
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
名
義

変
更
や
相
続
、
所
有
権
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
常
総
市
内

に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　

 　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
平
成
３
年
４
月
に
地

方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
自
治

会
な
ど
地
縁
に
よ
る
団
体
は
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
市
長
の
認
可
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
法
人
格
を
取
得
し
、

認
可
地
縁
団
体
と
し
て
自
治
会

名
義
で
不
動
産
の
登
記
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

 　

市
内
で
は
、
25
の
自
治
会
が

地
縁
団
体
の
認
可
を
受
け
て
お

り
、現
在
、２
つ
の
自
治
区
（
三

妻
駅
前
、
元
上
蛇
）
で
認
可
申

請
の
た
め
の
書
類
確
認
を
協
議

し
て
い
る
。

　

 　

今
後
、
地
縁
団
体
の
概
要
や

申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
自

治
区
長
と
の
会
合
や
広
報
紙
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
、

広
く
住
民
に
周
知
し
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

農
家
の
戸
別
所
得
保
障
制
度
の

導
入
に
伴
う
米
の
生
産
調
整
と

農
地
の
貸
し
借
り
の
実
態
に
つ

い
て
。

○ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
新
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
つ
い
て
。

○ 

市
内
通
学
道
路
の
安
全
確
保
と

環
境
整
備
に
つ
い
て

質 

問　

道
路
の
安
全
確
保
や
環
境

整
備
は
行
政
の
責
務
で
あ
り
、

ハ
ー
ド
面
で
何
件
か
修
繕
等
が

行
わ
れ
て
も
ま
だ
多
く
の
改
善

箇
所
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば

運
転
手
と
歩
行
者
の
視
野
の
違

い
を
考
慮
し
て
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
幅
広
い
意
見
を
取
り
入

れ
、
道
路
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
な

危
険
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
改
善
方

法
の
検
討
。
ま
た
通
学
時
間
帯

の
交
通
量
の
把
握
。
こ
れ
ら
を

総
合
的
に
取
り
ま
と
め
、
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
優
先
順
位
を
つ
け
年
度
単

位
で
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

は
ど
う
か
。
ソ
フ
ト
面
で
は
関

係
者
の
努
力
で
通
り
魔
や
不
審

者
な
ど
の
話
は
以
前
よ
り
少
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
犯
罪
は
い
つ
起
こ
る
か
解
ら

な
い
。
事
故
や
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
、
行
政
、

学
校
が
各
々
連
携
を
図
る
と
共

に
情
報
を
収
集
し
、
計
画
的
に

早
期
整
備
が
望
ま
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答 

弁
（
教
育
部
長
）
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
主
に
各
学
校
及
び
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て
毎
年
交
通

事
故
の
危
険
性
や
防
災
、
防
犯

上
の
問
題
点
等
を
調
査
す
る
ほ

か
、
国
道
、
県
道
に
あ
っ
て
は

昨
年
度
ま
で
別
途
常
総
警
察
署

や
県
土
木
事
務
所
主
管
の
点
検

調
査
も
実
施
。

　

 　

平
成
21
年
度
当
初
の
点
検
調

査
か
ら
は
、
１
０
０
件
近
く
の

指
摘
が
あ
が
り
、
所
管
す
る
機

関
、
部
署
に
改
善
を
要
望
。
そ

の
結
果
、
改
善
が
図
ら
れ
た
箇

所
も
あ
る
が
、
施
設
整
備
や
交

通
規
制
を
伴
う
も
の
は
早
期
の


